




















要約:

父親の役割は,父親自身だけでなく母親の育児行動や,母子関係,夫婦関係等の要因の複雑

な絡み合いの中にあるものと考えられる。そこで,Ⅰ.父親と育児・家事,Ⅱ.父親と子とも

との関わり,Ⅲ.父親の相談行動,Ⅳ.父親自身の親及び家庭,V.父親固有の役割,Ⅵ.父親・

母親の心身状態,の 6 領域についてアンケート(父親版と母親版)を作成し,1150 組の夫婦

の回答の分析を行った。その結果,

1)父親は比較的育児・家事を行い,妻も評価している。育児について夫婦はよく話し合い

を行っているようであった。しかし,一部の妻は夫の育児への関与に拒否的であり,父親役

割のとりにくい家庭のあることが示唆された。

2)父親は子ともと関わってはいるものの大多数は積極的とはいえない。積極的な父親は主

体的にそうしているが,母親は私の要望と思っている傾向がある。また,父親は子ともの状

態(発達等)をよく把握していた。

3)相談相手としてお互いを高率で選んでいるが,妻に比べ夫は相談相手が少ないこと,職場

の友人・上司に相談している点で特徴的であった。相談日は父親でもとくに条件をつけな

いものも予想以上に多く,子ともの状態によっては父親の相談参加が期待できるものと思

われた。

4)父親は母親よりも自分の親,家庭を今後のお手本としたいというものが少なかった。こ

れが父親たちが育った社会的状況によってか,他の要因によるかは今後の問題である。

5)父親固有の役割は仕事による家庭貢献,子ともの社会化の援助,妻への精神的な支持,家

庭を見守るという順であった。母親も同一見解であったが第 1位に精神的な支持をあげて

いた。この違いがことによると母親機能を低下させる可能性について指摘した。

6)母親の方が父親よりも心身状想が良くなかったが,子ともが小さい上に,共働き家庭が多

いためではないかと考えられた。


